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サンプルを参考に、質疑応答を交え規格を確認

　きゅうり生産部会では、ハウスきゅうりの目揃会を
開催し、令和７年度の取扱いについて、出荷時の注意
事項や出荷規格などを確認しました。
　定植後の天候不順により、ハウス内の温度が取れず
生育が遅れていることから、気温の高い日は、夜早め
にハウスを閉めて温度を保つよう呼びかけました。
　また、害虫の発生源となる圃場周辺の雑草の防除や、
換気でハウス内の湿度を下げるなど、病害虫対策につ
いて説明も行いました。

出荷最盛期に向けて規格を再確認

5月15日
ハウスきゅうり目揃会

交通事故防止を呼びかけ

　例年、県内で農耕作業用自動車による重大事故が発
生していることを受けて、ＪＡかづの水稲育苗施設に
おいて鹿角警察署と合同で、水稲農家に対する交通事
故防止キャンペーンを実施しました。
　農耕作業用自動車の事故は、大半が重大事故につな
がることから、シートベルト・ヘルメットの着用、安
全キャブ・フレームの装着、低速車マークの取り付け
等について呼びかけました。

農耕作業用自動車の交通事故「ゼロ」へ

5月17日
鹿角警察署合同の交通事故防止キャンペーン

摘果のポイントを実演しながら指導

　北限の桃生産部会は、福島県農業総合センター果樹
研究所の阿部氏を講師に、秀品率向上と樹形づくりを
目的とした管理講習会を開催しました。
　講習会では、仕上げ摘果の時期について硬核期が始
まる前の６月下旬を目安に作業を終了させるよう呼び
掛けました。
　また、摘心のポイントや除袋時期の目安を挙げ、袋
掛けを７月中旬までには行うなど、摘果作業や新梢管
理のポイントを学びました。

良品生産に向けた作業を学ぶ

5月26日
モモ摘果・新梢管理講習会

質疑応答を交え、生育を確認

　ＪＡかづのトマト生産部会は、生産者ハウスにて現
地栽培講習会を開催しました。参加者は収穫開始に備
え、肥培管理や薬剤防除を確認しました。
　講習会では、梅雨明けの草勢維持が大事とし、低段
は３果を目安に、摘果による着果負担の軽減を呼びか
け、ポイントを説明しました。
　また、昨年発生したトマトキバガや灰色かび病など
病害虫の発生原因や症状を説明し、早めの防除など対
策を指導しました。

出荷に向け、定植後の管理を学ぶ

5月23日
トマト現地講習会
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　各地区総代の皆さまにおかれましては、万障送り合わせの上、ご出席くださいますよう
お願い申し上げます。

※ 当日は駐車場が混みあいますので、できるだけ乗り合いにてご来場下さいますようお願
いいたします。

開催日：令和７年６月27日(金)
時　間：午前 9:00 ～
場　所：ＪＡ会館１階「青垣の間」

総代の皆さまへ

第 63 回　通 常 総 代 会
開 催 の ご 案 内

今後の立茎管理を確認

　アスパラガス生産部会は、今後の管理に向けた現地
講習会を開催し、参加者は実際に圃場を見ながら立茎
後の栽培管理を確認しました。
　５月下旬からの立茎開始に向け、おすすめの立茎の
やり方を紹介し、選定基準や立茎間隔、草姿の管理な
ど各作業のポイントを説明しました。
　また立茎後、梅雨に入ると茎枯病が発生しやすくな
るため、降雨前のローテーション防除を努め、圃場周
辺の除草に加え、防除の徹底について指導しました。

健全な立茎に向けポイントを確認

5月29日
アスパラガス現地講習会
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